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　皆さまには、ますますご清栄のこととお慶び申しあげます。
　ここに当行第１００期上半期の営業の概況と決算の状況につきま
してご報告申しあげます。
　平成２２年上半期の日本経済は、前半は旺盛な新興国の需要に
よる輸出の増加を背景とした生産の増加や、設備投資の持ち直
し、雇用・所得環境の改善等により、日銀は「改善の動きがしっ
かりしてきた」との判断を示しました。
　また、期の後半においては、猛暑やエコカー減税等の特需が膨
らみ、足元の成長率を実力以上に嵩上げし、７−９月期の実質経
済成長率は前期比年率で２〜３％の上昇に達するとの予測も出
されております。
　しかし、８月に入ってからの急激な円高は、輸出や生産の拡大
にブレーキをかける恐れがあり、加えて、エコカー減税等の国内
の政策効果の反動減が懸念されることから、年度後半にかけて景
気の回復が一時的に足踏みする「踊り場」に入る可能性があると
の見方も出ています。
　この間、政府・日銀は追加的な経済政策や６年半ぶりの為替介
入により景気の下支えを行うとともに、今後も必要な場合は適時
適切な追加緩和に動く構えを表明していますが、内外の景気や金
融市場の動向などに不透明要因が多く、難しい判断を迫られてい
るといえます。
　このように不透明要因が多い金融経済環境のなかで、当行グ
ループは適切な対応を図りながら経営全般にわたる効率化、健全
化に向けた取組みの強化に努めるとともに、株主さま並びにお客
さまの多様化・高度化するニーズへの対応や、利便性向上に向け
た体制の整備を図ってまいりました。厳しい経済環境ではござい
ますが、当行は、これからも多様で良質な金融商品・サービスの
提供に努め、地域経済の活性化、地域社会の発展に寄与してまい
る所存でございます。
　今後とも何卒一層のご支援を賜りますよう心からお願い申し
あげます。

平成２２年１２月

ごあいさつ

取締役頭取 取締役会長
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経営理念・長期経営計画

第11次長期経営計画【平成20年4月〜平成23年3月】
　平成20年4月より、平成23年3月までの期間3年とした「第11次長期経営計画」を展開しています。
　Next Stageの実現に向けて、「Change!! Do Action」をキャッチフレーズとして、役職員全員が「収益力の強化」と「風
土改革」の2本柱に取組み、企業価値の向上を目指しています。

1クリア（透明）に

サウンド（健全）に

フェア（公平）に

クリア（透明）に

限りなく限りなく

経営理念
地域のお客さまの利便性向上と信任を確保するため、お客さまに
分かりやすく「透明」な情報開示を行います。

2サウンド（健全）に 地域経済の活性化と事業再生に取組み、収益力の向上を図ること
により、お客さまと私たち双方の「健全性」の向上を図ります。

3フェア（公平）に コーポレートガバナンスとコンプライアンスを経営の最重要課題とする
「公平・公正」な銀行として、お客さまに安心・安全な取引を提供します。
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業績ハイライト（単体）

預金残高について
　より一層地域に密着した営業活動を展開いたしまし
た結果、預金残高は半期中に１６８億円増加し９，１７９億円
となりました。個人預金は半期中に３７億円増加
し６，９２５億円となりました。
［預金残高の推移］

貸出金残高について
　個人向け住宅資金、地元中小企業等を中心とした資
金需要にお応えいたしました結果、貸出金残高は半期
中に４３億円増加し７，１３８億円となりました。個人ローン
は半期中に９億円減少し１，７４１億円となりました。

［貸出金残高の推移］

個人預り資産残高について
　年金保険、投資信託、公共債等の窓口販売を積極的
に推進いたしました結果、個人預り資産残高は９４５億
円となりました。

［個人預り資産残高の推移］

経常利益・中間純利益について
　不良債権処理費用が減少した結果、経常利益は前
年同期比２０億５２百万円増加し２４億３８百万円となりま
した。また、当中間純利益は９億７６百万円増加し
１２億５３百万円となりました。

［経常利益・中間純利益の推移］
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資産の健全性

格付け機関より高い評価を得ています
　当行は、株式会社日本格付研究所より、長期優先債
務に対する格付「A（シングルAフラット）」を取得し
ておりましたが、平成２２年２月の見直しにおいても同
格付けを維持しております。
格付け　
企業などが発行する債券（社債等）や銀行預金の元金・利

息支払いの安全度を、第三者の格付け機関が判断し、記号

で示したものです。企業の安全度を客観的に評価したもの

として、重要な指標となっています。

自己資本比率は健全基準を大幅にクリアする１４．７０％
　当行の自己資本比率は１４．７０％と国内基準で求めら
れている４％を大幅に上回っています。また、基本的項
目（本来の自己資本）で算出したTierⅠ比率でも１１．２０％
と国内基準の２倍以上の高い水準で推移しています。
さらに子会社４社を含めた連結自己資本比率は１５．２１％
と一層安定した水準を維持しております。

資産内容の一層の健全化に努めています
●金融再生法に基づく開示債権� （単位：百万円）

平成２１年９月末 平成２２年３月末 平成２２年９月末
破産更生債権及び
これらに準ずる債権 8,083 7 ,281 7 ,611 ①

危険債権 8,375 9 ,445 9 ,458 ②
要管理債権 3,811 1 ,808 1 ,804 ③
小計� （A） 20,270 18 ,535 18 ,874
正常債権 687,126 705 ,507 708 ,860 ④
債権額合計� （B） 707,397 724 ,042 727 ,734 ⑤
小計の債権額に占める割合
� （A）/（B） 2.86％ 2.55％ 2.59％

保全額� （C） 16,990 14 ,979 15 ,419
貸倒引当金 7,031 6 ,622 6 ,499
担保・保証等 9,959 8 ,356 8 ,919

保全率� （C）/（A） 83.82％ 80.81％ 81.69％

［自己資本比率の推移（単体）］

［金融再生法に基づく開示債権（平成２２年９月末）］
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　12,261（1.80％）�破産更生債権及び

　これらに準ずる債権
　7,649（1.12％）
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地域密着型金融の推進

中小企業金融円滑化法に基づく措置の実施状況
●貸付けの条件の変更等の申込みを受けた貸付債権の数及び額
〔債務者が中小企業者である場合〕� （金額単位：百万円）

平成２１年１２月末 平成２２年３月末 平成２２年６月末
件数 金額 件数 金額 件数 金額

貸付けの条件の変更等の申込みを受けた貸付債権の数及び額 １６１ ２，０５７ ８３２ １２，１２８ １，７３４ ２７，７９２
うち、信用保証協会等による債務の保証を受けていなかった貸付債権の数及び額 ９０ １，５７３ ４５４ ８，９７７ ８９７ ２１，２５３
うち、実行に係る貸付債権の数及び額 ３９ ７２３ ４０２ ７，６８７ ８２８ ２０，２６９
うち、信用保証協会が条件変更対応保証を応諾する旨の判断を示した貸付債権の数及び額 ０ ０ ０ ０ ０ ０

うち、謝絶に係る貸付債権の数及び額 ０ ０ ０ ０ ３ ２９
うち、信用保証協会が条件変更対応保証を応諾する旨の判断を示した貸付債権の数及び額 ０ ０ ０ ０ ０ ０

うち、審査中の貸付債権の数及び額 ５１ ８４９ ４７ １，２６１ ５３ ７９８
うち、取下げに係る貸付債権の数及び額 ０ ０ ５ ２９ １３ １５６

うち、信用保証協会等による債務の保証を受けていた貸付債権の数及び額 ７１ ４８３ ３７８ ３，１５０ ８３７ ６，５３９
うち、実行に係る貸付債権の数及び額 ８ ４８ ２５２ １，８１３ ６５７ ５，１２８
うち、謝絶に係る貸付債権の数及び額 ０ ０ １４ ８５ ３１ ２４０
うち、信用保証協会等が債務の保証を応諾する旨の判断を示した貸付債権の数及び額 ０ ０ ０ ０ ６ ４７

うち、審査中の貸付債権の数及び額 ５９ ３７５ １０２ １，１７３ １１９ ９３７
うち、取下げに係る貸付債権の数及び額 ４ ５９ １０ ７８ ３０ ２３２

〔債務者が中小企業者であって、当該中小企業者に対し他の金融機関も貸付債権を有する場合〕�
平成２１年１２月末 平成２２年３月末 平成２２年６月末
件数 金額 件数 金額 件数 金額

信用保証協会等による債務の保証を受けていなかった貸付債権に係る債務者のうち他の金融機関に対し
ても法の施行日以後に貸付けの条件の変更等の申込みが行われたことを確認することができた者から、
貸付けの条件の変更等の申込みを受けた貸付債権の数及び額

５８ １，１５３ ２６４ ５，２８３ ５４０ １３，８１１

うち、実行に係る貸付債権の数及び額 １６ ４６０ ２２２ ４，５１９ ４９２ １２，９８７
うち、信用保証協会が条件変更対応保証を応諾する旨の判断を示した貸付債権の数及び額 ０ ０ ０ ０ ０ ０

うち、謝絶に係る貸付債権の数及び額 ０ ０ ０ ０ １ ２６
うち、他の金融機関により法の施行日以後になされた貸付けの条件の変更等の実行を認識してい
た場合の貸付債権の数及び額 ０ ０ ０ ０ １ ２６

うち、審査中の貸付債権の数及び額 ４２ ６９２ ３８ ７５３ ３７ ７１９
うち、取下げに係る貸付債権の数及び額 ０ ０ ４ １１ １０ ７６

〔債務者が住宅資金借入者である場合〕
平成２１年１２月末 平成２２年３月末 平成２２年６月末
件数 金額 件数 金額 件数 金額

貸付けの条件の変更等の申込みを受けた貸付債権の数及び額 １２ １５３ ９９ １，３７０ １５５ ２，１５０
うち、実行に係る貸付債権の数及び額 ０ ０ ５５ ８２０ １１８ １，６９８
うち、謝絶に係る貸付債権の数及び額 ０ ０ １ ２６ ７ ９９
うち、審査中の貸付債権の数及び額 １１ １４９ ３６ ４６８ １４ １９０
うち、取下げに係る貸付債権の数及び額 １ ３ ７ ５５ １６ １６２

※金額欄は、百万円単位（切り捨て）にて記載しております。
※�「中小企業者等に対する金融の円滑化を図るための臨時措置に関する法律」第７条第１項に規定する説明書類を、平成２２
年８月１２日に公表いたしましたが、その内容に一部誤りがありましたので、訂正いたしました。
※上記表は、訂正を反映させた数値を記載しております。

金融円滑化に向けた取組み　　�平成21年12月の「中小企業金融円滑化法」の趣旨を踏まえ、地域金融機関として
金融の円滑化に寄与することが社会的使命であると位置づけ、借入れ条件の変更な
どに関するご相談・ご要望に対し迅速、且つ積極的に対応しています。

金融円滑化に係るお客様からの相談をお受けする窓口を設置しています。

金融円滑化相談フリーダイヤル
0120−462−770

受付時間　平日 9：00〜17：00
　　　　　休日10：00〜17：00
　　　　　（1月1日〜1月3日は除きます）
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地域への貢献地域への貢献 地域への貢献地域への貢献

富山県内向け貸出金の推移
　平成２２年９月末の富山県内向け貸出金残高は
６，２３７億円、貸出金全体に占める比率は８７．４％となり
ました。		
　また、富山県内中小企業等への貸出金残高は
４，３４８億円、中小企業等貸出金全体に占める比率は
８８．８％となりました。	

基金及び財団による支援
　富山ファーストバンク社会福祉基金による平成２２
年度の助成は１３団体、金額は３，４３５千円となりました。	
　また、富山第一銀行奨学財団では、平成２２年度は３３
研究機関に総額１３，９７０千円の助成を決定いたしました。
［富山ファーストバンク社会福祉基金］

平成20年度 平成21年度 平成22年度
助成先数 11団体 9 13
助成金額 3,500千円 2,846 3 ,435

［富山第一銀行奨学財団］

平成20年度 平成21年度 平成22年度

助成
部門

助成先数 30機関 40 33
助成金額 13,220千円 18,720 13 ,970
奨学金 4,874千円 4,314 4 ,892
金額計 18,094千円 23,034 18 ,862

					   

魚津支店移転オープン
　平成２２年４月１９日、新築さ
れた魚津商工会議所ビルの一
階に魚津支店が移転オープン
いたしました。新しい店舗は
前面ガラス張り、バリアフ
リースロープ等を取り入れた
親しまれる明るい店づくりと
いたしました。

魚津駅前支店新装オープン
　平成２２年６月１８日、魚津駅前支店をリニューアル
オープンしました。
　チャイルドコー
ナーを設置してお
り、お子様連れの
お客様にもゆっく
りとご利用いただ
けます。

「新型ATM」の更新
　お客様の利便性及びセキュリティ向上のため平成
２３年３月までに
全てのＡＴＭを新
型ＡＴＭへ切り替
えます。
　「視覚障害者対
応電話」が全台標
準装備となってお
ります。
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1,5971,5974,3481,5971,5974,443
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富山県内中小企業等向け貸出金の推移
（グラフ内％は全体に占める比率）

0

4,000

5,000

6,000

7,000

（87.4％）（88.8％）（87.3％）（88.7％） （87.4％）（88.8％）

1,5974,402

（87.4％）（88.9％）（87.4％）（88.9％）（87.3％）（88.7％）

5,8506,237
6,2046,049

チャイルドコーナーの様子

ATMコーナーの様子

新しい魚津支店

今までもこれからも、地域の皆さまとともに。

8



地域への貢献地域への貢献 地域への貢献地域への貢献

研究成果発表会
　平成２２年６月８
日、富山第一銀行
奨学財団では、富
山国際会議場にお
いて平成２１年度に
研究助成を受けら
れた先生方の「研
究成果発表会」を
開催いたしました。今回で４回目の開催となりました。

富山大学の地域再生塾をサポート
　平成２２年９月３
日、富山大学にお
いて地域再生塾
「高度差４０００」の
ミニフォーラムを
開催いたしました。
当行は富山大学民
間等共同研究員と
して参加し、実務運営を行っております。
		

「中小企業応援センター事業」に参画
　当行は経済産業省の事業である「中小企業応援セン
ター事業」に参画して
おります。北陸銀行と
共同で金融機関グ
ループとして、「とや
ま中小企業応援ネッ
トワーク」を設立いた
しました。

富山まつりへの参加
　平成２２年８月７
日、「第５０回富山
まつり」「越中お
わら踊り」街流し
が行われ、当行か
ら１３７名の踊り手
が参加しました。
　猛暑にも負けず
優雅な踊りを披露し「最優秀賞」を受賞致しました。

富山あいの風リレーマラソンへの参加
　平成２２年１０月
１１日、富岩運河環
水公園にて第１０回
富山あいの風リ
レーマラソンが開
催され、当行チー
ム「富山第一銀行
ザ・ファースト」が
職場部門で１１０チーム中４位の好成績をおさめました。

金銭教育の出前講座開催
　お金を大切に使う気持ちを養うため小学生を対象とし
た金銭教育教室を
開催しております。
　平成２２年度上期
は、１０校で１６回開
催し手作りの紙芝
居を使って、子供
たちにお金の大切
さを教えました。開会式での頭取挨拶

おわら街流し発表会の様子

ミニフォーラムの様子 力走中のランナー

金銭教育教室での紙芝居
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（注）　記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

中間連結貸借対照表
（平成２２年９月３０日現在）� （単位：百万円）

中間連結損益計算書
（平成２２年４月１日から平成２２年９月３０日まで）�（単位：百万円）

科　目 金　額

資産の部
　現金預け金 44,913
　コールローン及び買入手形 335
　買入金銭債権 －
　商品有価証券 285
　金銭の信託 800
　有価証券 247,768
　貸出金 701,997
　外国為替 962
　リース債権及びリース投資資産 9,339
　その他資産 9,295
　有形固定資産 9,187
　無形固定資産 332
　繰延税金資産 7,080
　支払承諾見返 4,505
　貸倒引当金 △9,861
　資産の部合計 1,026,942
負債の部
　預金 917,717
　譲渡性預金 －
　コールマネー及び売渡手形 9,000
　借用金 19,419
　外国為替 3
　その他負債 6,359
　役員賞与引当金 12
　退職給付引当金 3,181
　睡眠預金払戻損失引当金 74
　偶発損失引当金 64
　再評価に係る繰延税金負債 1,271
　支払承諾 4,505
　負債の部合計 961,609
純資産の部
　資本金 8,000
　資本剰余金 5,433
　利益剰余金 49,079
　自己株式 △ 259
　株主資本合計 62,253
　その他有価証券評価差額金 △1,116
　土地再評価差額金 1,462
　評価・換算差額等合計 345
　少数株主持分 2,733
　純資産の部合計 65,332
負債及び純資産の部合計 1,026,942

科　目 金　額

経常収益 15,318

　資金運用収益 9,157

　　（うち貸出金利息） 6,372

　　（うち有価証券利息配当金） 2,759

　役務取引等収益 969

　その他業務収益 4,809

　その他経常収益 382

経常費用 12,571

　資金調達費用 1,103

　　（うち預金利息） 940

　役務取引等費用 436

　その他業務費用 3,962

　営業経費 6,093

　その他経常費用 974

経常利益 2,747

特別利益 649

　固定資産処分益 －

　償却債権取立益 99

　負ののれん発生益 549

特別損失 160

　固定資産処分損 6

　減損損失 46

　資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 107

税金等調整前中間純利益 3,236

法人税、住民税及び事業税 1,007

法人税等調整額 170

法人税等合計 1,177

少数株主損益調整前中間純利益 2,059

少数株主利益又は少数株主損失（△） 170

中間純利益 1,888
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（注）　記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

中間連結株主資本等変動計算書
（平成２２年４月１日から平成２２年９月３０日まで）� （単位：百万円）

科　目 金　額 科　目 金　額

株主資本 評価・換算差額等

　資本金 　その他有価証券評価差額金

　　前期末残高 8,000 　　前期末残高 △ 901

　　当中間期変動額 　　当中間期変動額

　　　当中間期変動額合計 － 　　　株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △ 215

　　当中間期末残高 8,000 　　　当中間期変動額合計 △ 215

　資本剰余金 　　当中間期末残高 △1,116

　　前期末残高 5,433 　土地再評価差額金

　　当中間期変動額 　　前期末残高 1,493

　　　当中間期変動額合計 － 　　当中間期変動額

　　当中間期末残高 5,433 　　　株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △ 31

　利益剰余金 　　　当中間期変動額合計 △ 31

　　前期末残高 47,385 　　当中間期末残高 1,462

　　当中間期変動額 　評価・換算差額等合計

　　　剰余金の配当 △ 226 　　前期末残高 592

　　　中間純利益 1,888 　　当中間期変動額

　　　土地再評価差額金の取崩 31 　　　株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △ 247

　　　当中間期変動額合計 1,693 　　　当中間期変動額合計 △ 247

　　当中間期末残高 49,079 　　当中間期末残高 345

　自己株式 少数株主持分

　　前期末残高 △ 254 　前期末残高 3,174

　　当中間期変動額 　当中間期変動額

　　　自己株式の取得 △ 7 　　株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △ 440

　　　自己株式の処分 1 　　当中間期変動額合計 △ 440

　　　当中間期変動額合計 △ 5 　当中間期末残高 2,733

　　当中間期末残高 △ 259 純資産合計

　株主資本合計 　前期末残高 64,332

　　前期末残高 60,565 　当中間期変動額

　　当中間期変動額 　　剰余金の配当 △ 226

　　　剰余金の配当 △ 226 　　中間純利益 1,888

　　　中間純利益 1,888 　　自己株式の取得 △ 7

　　　自己株式の取得 △ 7 　　自己株式の処分 1

　　　自己株式の処分 1 　　土地再評価差額金の取崩 31

　　　土地再評価差額金の取崩 31 　　株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △ 687

　　　当中間期変動額合計 1,687 　　当中間期変動額合計 999

　　当中間期末残高 62,253 　当中間期末残高 65,332
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第１００期 中間貸借対照表
（平成２２年９月３０日現在）� （単位：百万円）

第１００期 中間損益計算書
（平成２２年４月１日から平成２２年９月３０日まで）�（単位：百万円）

（注）　記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

科　目 金　額
資産の部
　現金預け金 44,867
　コールローン 335
　買入金銭債権 －
　商品有価証券 285
　金銭の信託 800
　有価証券 239,846
　貸出金 713,844
　外国為替 962
　その他資産 6,060
　有形固定資産 9,044
　無形固定資産 310
　繰延税金資産 6,875
　支払承諾見返 4,505
　貸倒引当金 △9,297
　資産の部合計 1,018,439
負債の部
　預金 917,932
　譲渡性預金 －
　コールマネー 9,000
　借用金 15,000
　外国為替 3
　その他負債 6,273
　　未払法人税等 904
　　リース債務 719
　　資産除去債務 57
　　その他の負債 4,592
　役員賞与引当金 12
　退職給付引当金 3,167
　睡眠預金払戻損失引当金 74
　偶発損失引当金 64
　再評価に係る繰延税金負債 1,271
　支払承諾 4,505
　負債の部合計 957,305
純資産の部
　資本金 8,000
　資本剰余金 5,430
　　資本準備金 5,430
　利益剰余金 47,694
　　利益準備金 2,398
　　その他利益剰余金 45,295
　　　別途積立金 38,860
　　　繰越利益剰余金 6,435
　自己株式 △ 259
　株主資本合計 60,865
　その他有価証券評価差額金 △1,193
　土地再評価差額金 1,462
　評価・換算差額等合計 268
　純資産の部合計 61,133
負債及び純資産の部合計 1,018,439

科　目 金　額

経常収益 12,239

　資金運用収益 9,116

　　（うち貸出金利息） 6,455

　　（うち有価証券利息配当金） 2,636

　役務取引等収益 968

　その他業務収益 1,804

　その他経常収益 350

経常費用 9,800

　資金調達費用 1,093

　　（うち預金利息） 940

　役務取引等費用 447

　その他業務費用 1,352

　営業経費 5,966

　その他経常費用 940

経常利益 2,438

特別利益 98

特別損失 159

税引前中間純利益 2,377

法人税、住民税及び事業税 967

法人税等調整額 156

法人税等合計 1,124

中間純利益 1,253
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（注）　記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

第１００期 中間株主資本等変動計算書
（平成２２年４月１日から平成２２年９月３０日まで）� （単位：百万円）

科　目 金　額 科　目 金　額
株主資本 　自己株式
　資本金 　　前期末残高 △ 254
　　前期末残高 8,000 　　当中間期変動額
　　当中間期変動額 　　　自己株式の取得 △ 7
　　　当中間期変動額合計 － 　　　自己株式の処分 1
　　当中間期末残高 8,000 　　　当中間期変動額合計 △ 5
　資本剰余金 　　当中間期末残高 △ 259
　　資本準備金 　株主資本合計
　　　前期末残高 5,430 　　前期末残高 59,813
　　　当中間期変動額 　　当中間期変動額
　　　　当中間期変動額合計 － 　　　剰余金の配当 △ 226
　　　当中間期末残高 5,430 　　　中間純利益 1,253
　　資本剰余金合計 　　　自己株式の取得 △ 7
　　　前期末残高 5,430 　　　自己株式の処分 1
　　　当中間期変動額 　　　土地再評価差額金の取崩 31
　　　　当中間期変動額合計 － 　　　当中間期変動額合計 1,052
　　　当中間期末残高 5,430 　　当中間期末残高 60,865
　利益剰余金 評価・換算差額等
　　利益準備金 　その他有価証券評価差額金
　　　前期末残高 2,353 　　前期末残高 △ 939
　　　当中間期変動額 　　当中間期変動額
　　　　利益準備金の積立 45 　　　株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △ 254
　　　　当中間期変動額合計 45 　　　当中間期変動額合計 △ 254
　　　当中間期末残高 2,398 　　当中間期末残高 △1,193
　　その他利益剰余金 　土地再評価差額金
　　　別途積立金 　　前期末残高 1,493
　　　　前期末残高 38,860 　　当中間期変動額
　　　　当中間期変動額 　　　株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △ 31
　　　　　当中間期変動額合計 － 　　　当中間期変動額合計 △ 31
　　　　当中間期末残高 38,860 　　当中間期末残高 1,462
　　　繰越利益剰余金 　評価・換算差額等合計
　　　　前期末残高 5,423 　　前期末残高 554
　　　　当中間期変動額 　　当中間期変動額
　　　　　利益準備金の積立 △ 45 　　　株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △ 285
　　　　　剰余金の配当 △ 226 　　　当中間期変動額合計 △ 285
　　　　　中間純利益 1,253 　　当中間期末残高 268
　　　　　土地再評価差額金の取崩 31 純資産合計
　　　　　当中間期変動額合計 1,012 　前期末残高 60,367
　　　　当中間期末残高 6,435 　当中間期変動額
　　　利益剰余金合計 　　剰余金の配当 △ 226
　　　　前期末残高 46,636 　　中間純利益 1,253
　　　　当中間期変動額 　　自己株式の取得 △ 7
　　　　　利益準備金の積立 － 　　自己株式の処分 1
　　　　　剰余金の配当 △ 226 　　土地再評価差額金の取崩 31
　　　　　中間純利益 1,253 　　株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △ 285
　　　　　土地再評価差額金の取崩 31 　　当中間期変動額合計 766
　　　　　当中間期変動額合計 1,057 　当中間期末残高 61,133
　　　　当中間期末残高 47,694
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株式のご案内株式のご案内 役員役員 地域への貢献地域への貢献

福井県
2.94％

石川県
4.56％

東京都
22.96％

新潟県
1.66％

その他
4.39％

富山県
63.49％国内法人

28.05％

個人その他
44.58％

金融商品取引業者
0.24％

金融機関
27.05％

外国法人
0.08％

国内法人
28.05％

個人その他
44.58％

取　締　役

代 表 取 締 役 会 長　　金　岡　純　二
代 表 取 締 役 頭 取　　横　田　　　格
取締役常務執行役員　　福　原　祥　二
取締役常務執行役員　　武　隈　光　男
取締役常務執行役員　　橋　本　一　次
取　　　締　　　役　　稲　垣　義　雄
取　　　締　　　役　　藤　岡　正　紀
取　　　締　　　役　　南　茂　　　敬
取　　　締　　　役　　浅　井　澄　夫
取　　　締　　　役　　浅　野　博　文

監　査　役

常　勤　監　査　役　　津　根　憲　正
常　勤　監　査　役　　本　多　正　文
監　　　査　　　役　　金　岡　克　己
監　　　査　　　役　　横　山　哲　夫

執 行 役 員

執 　 行 　 役 　 員　　藤　澤　繁　幸
執 　 行 　 役 　 員　　竹　山　幸　正
執 　 行 　 役 　 員　　柴　田　栄　文
執 　 行 　 役 　 員　　釣　　　安　孝

［所有者別株式数］　　　　　　　［地域別株式数］

１．株式の状況（平成２２年９月３０日現在）
　（１）　発行する株式の総数� １８０，０００，０００株
　（２）　発行済株式の総数� ６０，８０９，７００株
　（３）　当期中の名義書換件数� １２１件
　（４）　当期中の名義書換株数� ７９３，８２０株
　（５）　株　　　 主　　　 数� ５，６４５名

（平成２２年９月３０日現在）

２．決算日
毎年３月３１日

３．定時株主総会
毎年６月に開催いたします。

４．配当金受領株主確定日
１ 利益配当金 毎年３月３１日
２ 中間配当金 毎年９月３０日
なお、配当金のお受け取りには、お近くの当行本支店の預金口

座へ振込のご指定をいただきますと、お受け取りが早くてまちが
いもなくご便利です。

５．基準日
定時株主総会については３月３１日といたします。
その他必要があるときは、あらかじめ公告して定めます。

６．公告掲載新聞名
富山市において発行する北日本新聞

７．株式取扱手数料
１ 株式名義書換 …………………………………………………無料
２ 新券交付 …………………………………株券１枚につき２００円
３ 株券喪失登録 ……………………………１件につき ３，０００円

株券１枚につき３６０円
８．株主名簿管理人・事務取扱場所・取次所
１ 株主名簿管理人

（〒１００－０００５）東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三 菱 U F J 信 託 銀 行 株 式 会 社

２ 同事務取扱場所
（〒１００－０００５）東京都千代田区丸の内一丁目４番５号

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
３ 同 連 絡 先（郵便物送付先及び電話照会先）

（〒１３７－８０８１）東京都江東区東砂七丁目１０番１１号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
電話０１２０－２３２－７１１（フリーダイヤル）

４ 同 取 次 所
三菱UFJ信託銀行株式会社 全国各支店

会社名／本店所在地 業務内容 資本金 設立年月日

富山ファースト・ビジネス（株）
富山市奥田本町６番３５号（富山ファイナンスビル内）

現金などの精査・整理
労働者派遣事業等

百万円
１０ 昭和６３年２月１３日

富山ファースト・リース（株）
富山市掛尾町６２６番地（ファーストバンク・グリーンビル５F）

リース業務等 ４０ 昭和５９年１２月１日

富山ファースト・ディーシー（株）
富山市掛尾町６２６番地（ファーストバンク・グリーンビル６F）

クレジットカード
信用保証業務等 ２０ 昭和６２年３月１８日

（株）富山ファイナンス
富山市新桜町２番地２４

信用保証業務・
金銭の貸付業務等 　 昭和２９年１０月５日

連結子会社の状況（平成２２年９月３０日現在）

１０

連結子会社である富山ファースト機販株式会社は、平成２２年４月１日付で連結子会社
である富山ファースト・リース株式会社を存続子会社とする合併をいたしました。
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富山県内（５７カ店）
★本 店 営 業 部 富山市総曲輪二丁目２番８号 （０７６）４２４－１２１１

本店営業部総曲輪出張所
（資産運用プラザ）

富山市

富山市

富 山 市 牛 島 新 町 ５ 番 ５ 号

富山市掛尾町６２６番地

富山市掛尾町６２６番地

総曲輪一丁目７番１５号 （０７６）４４２－８０１２

ビジネスプラザ支店 総曲輪一丁目７番１５号 （０７６）４３３－２１２０

★ニューセンター支店 （０７６）４４４－８１１１

★富山南センター支店 ファーストバンク
グリーンビル２F （０７６）４２４－１４７０

グリーンビル・
ローンセンター支店

ファーストバンク
グリーンビル１F （０７６）４２２－６１００

●富山駅前支店 富山市新富町一丁目４番７号 （０７６）４４１－４４６６

●堤 町 支 店 富山市堤町通り二丁目２番１５号 （０７６）４２３－７６９１

●石 金 支 店 富 山 市 石 金 三 丁 目 １ 番 １ 号 （０７６）４２４－１７８６

●五 福 支 店 富 山 市 五 福 １ ９ １ ６ 番 地 （０７６）４３１－８０８６

●小 泉 支 店 富山市西中野本町１２番１０号 （０７６）４２３－８３８１

●下 新 支 店 富 山 市 千 代 田 町 ９ 番 １ ４ 号 （０７６）４３２－３６５１

●東 町 支 店 富 山 市 東 町 一 丁 目 ５ 番 １ 号 （０７６）４２１－２３１１

岩 瀬 支 店 富 山 市 東 岩 瀬 町 ２ ９ ５ 番 地 （０７６）４３７－７１２４

水 橋 支 店 富 山 市 水 橋 町 ２ ５ 番 地 の ４ （０７６）４７８－２１４１

堀 支 店 富 山 市 下 堀 ５ ４ 番 地 （０７６）４２３－２２３０

問 屋 町 支 店 富山市問屋町二丁目１１番３８号 （０７６）４５１－１１７７

荏 原 支 店 富 山 市 向 新 庄 ２ ０ ０ 番 ２ ７ （０７６）４２３－８５４０

月 岡 支 店 富 山 市 開 発 ２ ０ １ 番 地 （０７６）４２９－５５１１

根 塚 町 支 店 富山市新根塚町一丁目５番２５号 （０７６）４９１－２２３３

針 原 支 店 富 山 市 金 泉 寺 ２ ４ ７ 番 地 （０７６）４５１－２１１１

呉 羽 支 店 富山市呉羽町７１６２番地の５ （０７６）４３６－１１２２

●山 室 支 店 富 山 市 山 室 １ ８ ７ 番 地 の ９ （０７６）４９２－１７１０

北 の 森 支 店 富 山 市 森 三 丁 目 ２ 番 １ １ 号 （０７６）４３７－５０００

鵜 坂 支 店 富山市婦中町分田８８番地の４ （０７６）４２２－１１７０

●婦 中 支 店 富山市婦中町速星８１８番地 （０７６）４６６－２１２１

●八 尾 支 店 富山市八尾町東町２２３１番地 （０７６）４５４－３１４１

大 沢 野 支 店 富山市上大久保１８９９番地 （０７６）４６７－２３３６

上 滝 支 店 富 山 市 上 滝 ２ ８ ８ 番 地 （０７６）４８３－１３１１

立 山 支 店 （０７６）４６３－１２３５

上 市 支 店 （０７６）４７３－１２３０

●滑 川 支 店 （０７６）４７５－３１０１

★魚 津 支 店 （０７６５）２４－１２３４

魚津駅前支店 （０７６５）２４－４４３３

●黒 部 支 店 （０７６５）５２－１２３０

●宇 奈 月 支 店 （０７６５）６２－１０１９

入 善 支 店 （０７６５）７２－１１８８

泊 支 店 （０７６５）８２－１１５５

★高 岡 支 店 （０７６６）２１－３１３０

★イオンFB支店 （０７６６）２７－１２３１

●高岡中央支店 （０７６６）２２－５６７８

●昭 和 町 支 店 （０７６６）２３－７３３７

清 水 支 店 （０７６６）２４－２５２６

中 川 支 店 （０７６６）２４－６３６３

大 野 支 店 （０７６６）２３－２３５３

福 岡 支 店 （０７６６）６４－５８００

太 閤 山 支 店 （０７６６）５６－３６８８

大 門 支 店 （０７６６）５２－５５０７

●新 湊 支 店 （０７６６）８４－４１２４

氷 見 支 店 （０７６６）７４－１６００

氷 見 南 支 店 （０７６６）９１－１２００

●砺 波 支 店 （０７６３）３２－３３６３

●福 野 支 店 （０７６３）２２－２１５１

城 端 支 店 （０７６３）６２－１２０４

井 波 支 店 （０７６３）８２－１５２５

福 光 支 店 （０７６３）５２－１２１１

●石 動 支 店 （０７６６）６７－０５８１

富山県外（１０カ店）
★金 沢 支 店 金 沢 市 南 町 ６ 番 １ 号 （０７６）２２１－６１３１

泉 支 店 金 沢 市 泉 二 丁 目 ６ 番 ７ 号 （０７６）２４２－１８８１

東 大 通 支 店 金沢市元町二丁目１５番１５号 （０７６）２５１－５９１１

糸 魚 川 支 店 糸 魚 川 市 本 町 ９ 番 ９ 号 （０２５）５５２－１７１１

●直 江 津 支 店 上 越 市 五 智 一 丁 目 １ 番２７号 （０２５）５４３－３７７１

●長 岡 支 店 長岡市城内町二丁目２番地１ （０２５８）３３－４８１０

●神 岡 支 店 飛騨市神岡町船津１２０１番地の３ （０５７８）８２－１０３１

●高 山 支 店 高 山 市 本 町 三 丁 目 ５８ 番 地 （０５７７）３２－２８２０

★東 京 支 店 千代田区内神田二丁目１５番１１号 （０３）３２５６－６３１１

★大 阪 支 店 大阪市西区靱本町一丁目９番１５号 （０６）６４４３－４６５１

★印…外国為替取扱店

●印…外貨両替取扱店

ファースト・バンク店舗のご案内（平成２２年１１月１日現在）

中新川郡立山町五百石１６番地の１

中新川郡上市町三日市４７番地の１５

滑 川 市 下 小 泉 町 ７ ５ 番 地 の ４

魚津市釈迦堂一丁目１２番１８号

魚津市上村木一丁目１番２５号

黒 部 市 牧 野 ８ ３ 番 地 の １

黒 部 市 宇 奈 月 温 泉 ２ ４ ３ 番 地

下新川郡入善町入膳５４３０番地

下新川郡朝日町平柳６８８番地

高 岡 市 丸 の 内 １ 番 １ ２ 号

高 岡 市 下 伏 間 江 ３ ８ ３ 番 地

高 岡 市 木 舟 町 ８ ０ 番 地 １

高岡市昭和町三丁目３番２０号

高岡市清水町二丁目３番２４号

高 岡 市 東 中 川 町 １ 番 ３ ４ 号

高 岡 市 大 野 １ ５ ８ 番 地 の １

高 岡 市 福 岡 町 下 蓑 ３ ８ ５ 番 地

射水市中太閤山一丁目１番地６

射 水 市 大 門 １ ０ ４ 番 地 ３

射 水 市 中 新 湊 １ ３ 番 ５ 号

氷 見 市 丸 の 内 １ ０ 番 ２ ４ 号

氷 見 市 柳 田 ２ ０ ８ １ 番 地 の ４

砺 波 市 本 町 ２ 番 ２ ７ 号

南 砺 市 福 野 １ ３ ２ ０ 番 地 １

南 砺 市 城 端 １ ５ ８ 番 地 １

南 砺 市 山 見 １ ７ ３ ９ 番 １ ７

南 砺 市 福 光 ７ ３ ６ ７ 番 地

小 矢 部 市 本 町 ２ 番 ４ 号
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○…土曜日稼働店
◎…土曜日・日曜日・祝日稼働店

植物性インキを使用し、環境にやさしい「水なし印刷」
を採用しています。

TM

富山市
　　富山第一銀行総合事務センター
○　アーバンプレイス
○　富山赤十字病院
◎　JR富山駅
◎　マリエとやま
◎　高志会館
　　富山県庁
　　富山市役所
◎　ショッピングシティアピア
　　富山市民病院
◎　越州村
◎　アピタ富山店
◎　本郷町
◎　グリーンモール山室
◎　大阪屋北新町店
○　富山県立中央病院
◎　アピタ富山東店
　　富山機械工業センター
　　富山県高志リハビリテーション病院
　　済生会富山病院
◎　北の森ショッピングタウン
◎　水橋ミューズ
◎　サンショウ石坂店

○　富山企業団地
　　富山大学（学生会館内）
○　富山大学附属病院
　　ポートラムスクエア
◎　ファボーレ
　　婦中鉄工業団地
◎　笹倉
◎　JR八尾駅前
◎　グリーンバレー大沢野
　　富山国際大学

立山町
◎　立山ナビオ前

滑川市
◎　エール滑川
◎　パスタ前
◎　プラント３滑川店

魚津市
◎　魚津中央通り
◎　アップルヒル
◎　アピタ魚津店

黒部市
◎　アルビス黒部店前
◎　メルシー黒部

◎　アピタ黒部店

朝日町
◎　荒川

入善町
◎　入善コスモ２１

高岡市
◎　JR高岡駅
◎　ジャスコ高岡店
◎　イオン高岡

射水市
◎　アイシン軽金属（日曜除く）
◎　太閤山パスコ
◎　アル・プラザ小杉
◎　イータウン
　　三精工業前
◎　西新湊

氷見市
◎　氷見プラファ

砺波市
◎　アピタ砺波店
◎　ジャスコ砺波店
◎　サンコー砺波中央店

南砺市
◎　福野ア・ミュー
○　南砺中央病院

小矢部市
◎　ピアゴ小矢部店

飛騨市
◎　バロー神岡店

本人確認について
　麻薬等の不正取引をはじめとする組織的な犯罪から得た資金の洗浄（「マ
ネー・ローンダリング」といいます。）及びテロ資金供与の防止を行うことが、
国際的に重要な課題となっております。
　日本においても「犯罪収益移転防止法」により、お取引の際にはお客さま
の本人確認を行うため、所定の公的証明の提示等が必要となりますのでご了
承ください。
◎詳しくは窓口へお問合せください。

「振り込め詐欺」にご注意ください
　振り込め詐欺が頻発しています。不審な請求があった場合は、ご家族や警
察に相談して事実関係を確認した上で対処してください。
　身に覚えのない返済請求などがあった場合も安易に振込等を行わないよう
ご注意ください。不安な方は、最寄りの警察や消費生活センターなどにご相
談ください。

「振り込め詐欺救済法」に伴う相談窓口の設置について
　平成２０年６月２１日施行の「振り込め詐欺救済法」は、被害者救済の観点から、
振り込め詐欺等の犯罪行為により、金融機関の犯罪利用口座に振り込まれ滞
留している犯罪被害資金等を、被害に遭った方に分配することにより被害回
復を図ることを目的としております。
　被害者の皆さまからのお申出および資金の返還手続きの具体的な手続きに
関する相談等につきましては、下記の相談窓口へご連絡くださいますようお
願いいたします。

〜相談窓口〜　富山第一銀行　営業企画部
【電話番号】　０７６−４２４−１２４５
【受付時間】　月曜日〜金曜日　９：００〜１７：００（銀行休業日を除く）

お知らせ

銀行取引に関するご相談は、以下の機関でも受け付けています。

ローン相談コーナーのご案内
■ローン専用フリーダイヤル

0120−161665
■グリーンビル・ローンセンター支店

TEL（076）422−6100
■イオンFB支店

TEL（0766）27−1231
■魚津駅前支店

TEL（0765）24−4433

店 舗 外 A T M のご案内（６２カ所）（平成２２年１１月１日現在）

全国銀行協会相談室
　全国銀行協会相談室は、銀行に関するさまざまなご相談やご照会、銀行に対するご意見・苦情を受け付けるための
窓口として、全国銀行協会が運営しています。ご相談・ご照会等は無料です。
　詳しくは、全国銀行協会のホームページ（http://www.zenginkyo.or.jp/adr/）をご参照ください。
電話番号：０５７０−０１７１０９　または　０３−５２５２−３７６８
受 付 日：月〜金曜（祝日および銀行の休業日を除く）
受付時間：午前９時〜午後５時
※全国銀行協会は銀行法および農林中央金庫法上の指定紛争解決機関です。

お客様相談室フリーダイヤル
0120−462−550

受付時間　平日 9：00〜17：00
　　　　（土・日・祝日を除きます）

盗難・紛失等のトラブルはここにお電話を！
富山第一銀行ヘルプデスク

0120−552495　TEL （076）433−7717
２４時間
対応！
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